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防災基礎コースの
リニューアル状況

資料１－①

1. 防災基礎コースリニューアル状況
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企画検討会資料１．防災基礎コースのリニューアル状況報告

○ハザード

・関西大学 林能成先生に構成案について検討いただく。

・ご検討いただいた構成案をもとにリニューアルを進める。

○ 「各省庁からの研修資料」の検討

・田村先生に各省庁からの研修資料について構成を検討頂いた。
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○防災基礎コース「各省庁からの研修資料」の検討

4つをサンプルとして検討
1. ？ 防災気象情報の概要
2. △ 応急対策職員派遣制度等の概要
3. ◎ 災害から暮らしを守る
4. ◎ インフラ復旧の概要

提案1：タイトル「○○の概要」
3「災害から暮らしを守る」
→「避難所ガイドラインの概要」
→「避難所ガイドラインの概要〜災害から暮らしを守る」

「制度、ガイドライン、対応業務」 目的

◎理解しやすい

学習目標

法律・
ガイドライン名

平時の業務概要
・内容

×5枚

災害後の業務概要
・内容

△整理が必要

背景・現状

短期派遣制度の概要
登録の呼びかけ

短期派遣制度の制定経緯
熊本地震の成果と課題

制度の派遣実績

能登半島地震の事例

中短期派遣制度
大規模災害(南トラ)AP
受援制度構築のお願い
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テストの検討状況

資料１－②

1. 能力評価方法の検討状況（テストWG）



R8.3.6
第4回「防災スペシャリスト養成」
企画検討会資料１．能力評価方法の検討状況（テストWG）報告

● これまでの検討会を経たテストＷＧの作業方針

1. テスト問題について、ランダム回答による誤差を抑え、より客観的に学習目
標の達成度を把握するため、従来の「○×形式」から「多種選択形式」へ変更
する（2024年度検討会の検証で「多種選択形式」が「○×形式」より難易度
は上がることはなかった）。

2. 作問にあたっては、「難易度（正答率）」と「テスト作成のコスト（作成時間）の
2点を考慮しながら作成する。

3. 作問手順として、学習目標に対応した「○×問題」を作成し、これらを素材と
して「○×問題を元にした多種選択形式の問題」を作成する。また講義中の
重要な図については、「図の穴埋め（用語は選択式）」などの問題も検討する。

4. 更新を行った講義について、順次、新しい形式のテストを作問していく。
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右表の黄色塗りつぶし
部分

２．災害救助法と被災
者生活再建支援法

３．避難所運営等避難
生活支援

６．被災者支援の個別
課題

７．生活再建支援業務

単元№ 単元名 単元の概要 講義№ 時間
動画
時間

講師 学習目標（学習項目）

0 コース紹介 ０ 5分 4分 田村　圭子（新潟大学）
１分
5分 ・1.コースの全体像を説明できる。
15分 ・2.被災者支援の全体像を説明できる。
5分 ・3.避難所の役割を説明できる。
12分 ・4.被災者の移動について説明できる。
3分 ・5.要配慮者安否確認と支援について説明できる。
7分 ・6.被災者生活再建の全体像について説明できる。
2分

・災害救助法の概要について説明できる。

・被災者生活再建支援法の概要について説明できる。

5分
21分 ・1.避難所の基本について理解する。
16分 ・2.運営体制の確立～平時から実施すべき業務～について説明できる。
15分 ・3.避難所の運営（発災後）について説明できる。
13分 ・4.ニーズへの対応と 避難所の解消について説明できる。
4分
１分
10分 ・1.避難所運営現場における課題について説明できる。
15分 ・2.熊本地震における避難所運営の実際（全体）について説明できる。
5分 ・3.熊本地震における避難所運営の実際（環境改善）について説明できる。
13分 ・4.熊本地震における避難所運営の課題（車中泊）について説明できる。
4分 ・5.熊本地震における避難所運営の課題（ペット対応）について説明できる。
5分 ・6.熊本地震における避難所運営の課題（運営主体）について説明できる。
１分 ・7.熊本地震における避難所運営の実際（まとめ）について説明できる。
2分

デマ 講 5-1 18分 18分 田村　圭子（新潟大学）
5分 ・1.福祉避難所の役割について説明できる。
13分 ・2.災害関連死と福祉避難所が必要とされる理由について説明できる。
10分 ・3.福祉避難所の概要について説明できる。
19分 ・4.福祉避難所の課題と（新）ガイドラインについて説明できる。
9分
12分 ・1.DMAT による支援について説明できる。
7分 ・2.災害医療の特殊性について説明できる。
12分 ・3.災害時に多数の傷病者対応に必要な機能について説明できる。
3分 ・4.災害関連死の特徴について説明できる。
12分 ・5.災害時高齢者の肺炎発生における原因と対策について説明できる。
１分

・避難行動要支援者対策の背景について説明できる。
・個別避難計画における制度について説明できる。
・個別避難計画の策定の優先度について説明できる。

2分
22分 ・1.脆弱化した社会と正常化の偏見について説明できる。
5分 ・2.近年の災害と高齢者、障がい者等の被害について説明できる。
27分 ・3.避難関連計画と個別避難計画作成のステップについて説明できる。
6分 ・4.個別避難計画と福祉BCP、地区防災計画の関係について説明できる。

5-6 37分 37分 内閣府（藤田　亮) ・個別避難計画の作成に関する取組事例について知る。
1分
4分 ・1.広域避難対応について説明できる。
15分 ・2.大規模地震災害における広域避難について説明できる。
15分 ・3.大規模地震災害における広域避難支援について説明できる。
8分 ・4.広域避難者の支援に係る課題について説明できる。
31分 ・1.帰宅困難者対応について説明できる。
１分 2.ご遺体対応について説明できる。
31分 ・1.生活再建支援業務の全体像について説明できる。
16分 ・2.災害に係る住家の被害認定調査の概要について説明できる。
9分 ・3.災害の被害認定調査の課題について説明できる。
14分 ・4.罹災証明書の発行業務について説明できる。
10分 ・5.罹災証明書の発行業務の実際について説明できる。
12分 ・6.被災者台帳の構築について説明できる。

・7.生活再建支援業務の平時からの取組〜豊島区の事例〜について説明できる。

【実務担当】
　災害時のトイレ問題／全体討論

避難所のライフサイクルを演習形式で体験し、避難所運営
業務の実務を学ぶ。

・トイレの確保を中心に、避難所の被災者支援を具体的に計画できる。

【一般管理】
　避難所の運営業務／全体討論

避難所のライフサイクルを演習形式で体験し、避難所運営
業務の管理運営を学ぶ。

・災害対策本部の避難所班における自治体の避難所業務の運営管理が計画できる。

形式

オ
ン
デ
マ
ン
ド

講
義

1 被災者支援総論 被災者支援の実態と被災者支援の全体像を学ぶ。

4 避難所運営の実際 事例を基に避難所運営の実際を学ぶ。

3 避難所運営等避難生活支援 避難所のライフサイクルを学ぶ。

1 50分 田村　圭子（新潟大学）

2
災害救助法と

被災者生活再建支援法
被災者支援における災害救助法と生活再建支援法の位置づ
けや手続き、適用事例を学ぶ。

2-1
52分

31分 内閣府（阿部　嘉信）

2-2 18分 元 内閣府（津軽　承凞)

5-2 47分 鍵屋　一（跡見学園女子大学）

3 74分
田村　圭子（新潟大学）

山本　晋吾
（ひょうご震災記念21世紀研究機構）

4 56分 国崎　信江（危機管理教育研究所）

オ
ン
デ
マ
ン
ド

講
義

令和3年3月の災害対策基本法において、市町村に作成が努
力義務化された個別避難計画作成のステップとその機能を
学ぶ。

7 生活再建支援業務 生活再建支援業務を学ぶ。

災害時要配慮者を始めとする避難生活への支援対策を学
ぶ。

医療による被災者支援を学ぶ。

6 被災者支援の個別課題
各種専門職能の連携による被災者支援と被災者支援の個別
課題を学ぶ。

5
要配慮者をはじめとする
避難者の避難生活支援

田村　圭子（新潟大学）
佐藤　和彦（大正大学）

山本　晋吾
（ひょうご震災記念21世紀研究機構）

17分 17分 内閣府（藤田　亮)

5-5 62分 鍵屋　一（跡見学園女子大学）

5-4

92分7
田村　圭子（新潟大学）
元 内閣府（辻野　満)

佐藤　和彦（大正大学）

対
面

演
習

8 10 330分

高橋　昌（新潟大学大学院）

6-1

6-2

43分

32分

5-3 56分

山本　晋吾
（ひょうご震災記念21世紀研究機構）

新潟県（小海　崇史）

第2期で更新を行った講義（被災者支援コース）
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学習目標（単元名になぞらえた大目標2つだったためにテストWGから提案）

１．災害救助法の目的と制度の枠組みを説明できる。

２．災害救助法に基づき実施される「救助の種類」を具体的に説明できる。

３．迅速な救助を可能にする災害救助法「４号基準」適用の考え方を説明できる。

４．被災者生活再建支援法の趣旨について説明できる。

５．被災者生活再建支援制度の適用要件や支給対象について説明できる。

・災害救助法の概要について説明できる。

・被災者生活再建支援法の概要について説明できる。
2

災害救助法と
被災者生活再建支援法

被災者支援における災害救助法と生活再建支援法の位置づ
けや手続き、適用事例を学ぶ。

2-1
52分

31分 内閣府（阿部　嘉信）

2-2 18分 元 内閣府（津軽　承凞)

２．災害救助法と被災者生活再建支援法（学習目標）
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学習目標

１．避難所の基本について理解する。

２．運営体制の確立～平時から実施すべき業務～について説明できる。

３．避難所の運営（発災後）について説明できる。

４．ニーズへの対応と 避難所の解消について説明できる。

5分
21分 ・1.避難所の基本について理解する。
16分 ・2.運営体制の確立～平時から実施すべき業務～について説明できる。
15分 ・3.避難所の運営（発災後）について説明できる。
13分 ・4.ニーズへの対応と 避難所の解消について説明できる。
4分

3 避難所運営等避難生活支援 避難所のライフサイクルを学ぶ。 3 74分
田村　圭子（新潟大学）

山本　晋吾
（ひょうご震災記念21世紀研究機構）

３．避難所運営等避難生活支援（学習目標）
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学習目標

１．広域避難対応について説明できる。

２．大規模地震災害における広域避難について説明できる。

３．大規模地震災害における広域避難支援について説明できる。

４．広域避難者の支援に係る課題について説明できる。

５．帰宅困難者対応について説明できる。

６．ご遺体対応について説明できる。

1分
4分 ・1.広域避難対応について説明できる。
15分 ・2.大規模地震災害における広域避難について説明できる。
15分 ・3.大規模地震災害における広域避難支援について説明できる。
8分 ・4.広域避難者の支援に係る課題について説明できる。
31分 ・1.帰宅困難者対応について説明できる。
１分 2.ご遺体対応について説明できる。

6 被災者支援の個別課題
各種専門職能の連携による被災者支援と被災者支援の個別
課題を学ぶ。

6-1

6-2

43分

32分
山本　晋吾

（ひょうご震災記念21世紀研究機構）

新潟県（小海　崇史）

６．被災者支援の個別課題（学習目標）
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1. 更新を行った講義について、順次、新しい形式のテストを作問していく。

2. 新しいテストについては、担当講師等に確認をしてもらった上で、テスト問題

として使用する。

3. 次年度以降、正答率などを確認しながら極端に高いもしくは低いテスト問題

については修正をしていく。

今後の展開（テストＷＧ）
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有明の丘研修
（第3期）の実施状況

資料１－③

1. 有明の丘研修(第3期) 募集状況
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コース
R7年度 （第3期 ※1月開催） R6年度 （第2期 ※1月開催）

定員 応募者 倍率 前年度比 定員 応募者 倍率

① 防災基礎 800 396(-14) 0.50 0.97 400 410 1.03

災
害
対
策

②災害への備え
実務 120 83(+14) 0.69 1.20 60 69 1.15

一般 〃 63(±0) 0.53 1.00 〃 63 1.05

③警報避難
実務 〃 58(+3) 0.48 1.05 〃 55 0.92

一般 〃 46(-8) 0.38 0.85 〃 54 0.90

④応急活動･資源管理
実務 〃 64(+9) 0.53 1.16 〃 55 0.92

一般 〃 48(-3) 0.40 0.94 〃 51 0.85

⑤被災者支援
実務 〃 61(+9) 0.51 1.17 〃 52 0.87

一般 〃 50(-9) 0.42 0.85 〃 59 0.98

⑥復旧・復興
実務 〃 48(+11) 0.40 1.30 〃 37 0.62

一般 〃 42(+8) 0.35 1.24 〃 34 0.57

組
織
運
営

⑦指揮統制 上級 〃 83(+17) 0.69 1.26 〃 66 1.10

⑧対策立案 上級 〃 74(+14) 0.62 1.23 〃 60 1.00

⑨人材育成 上級 〃 65(+4) 0.54 1.07 〃 61 1.02

⑩総合監理 上級 〃 60(+16) 0.50 1.36 〃 44 0.73

② ～ ⑩ の合計 1,680 845(+85) 0.50 1.11 840 760 0.90

（第3回企画検討会より再掲）

 令和7年度 第2期から各コースの定員数を倍増（60名→120名）し、対面演習の実施回数を2回に増加している（第3期も継続）。

 全体では延べ1,241人応募があり、防災基礎を除く②～⑩では、前年度比で1.11倍の増加となった。
→第2期と同様に対面演習を2日から選べることで参加しやすくなったためと考えられる。

１．有明の丘研修(第3期) 募集状況報告
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ホームページの
リニューアル

資料１－④

1. ホームページの公開状況
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報告

・テストサイトでの最終確認を経て２月から一般公開。

・今後も分かりやすい情報発信を行っていく。

・ご意見等あればお知らせください。

リニューアル作業スケジュール

進捗状況

テストサイトでの最終確認を経て、２月に一般公開を開始した。

1．ホームページの公開状況


